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4.6pN/nm. トロポミオシン分子を結合すると 65.3 :t 6.3pN/nm (mean:t SD) となることが分かった。また. 20-
500Hz の入力の範囲では，アクチンフィラメントには粘性項の効果は現れなかった。この結果. ms オーダーの入力
に対しては，アクチンフィラメントは単なるパネとして振る舞うことが示された。以上の結果を考慮すると，筋収縮








のステップが起こるまでの待ち時間 (Dwell time) を測定し，その分布をとると，単調に減少する形のヒストグラ
ムが得られた。 8nm ステップがユニットであるという実験結果より，キネシン分子を歩行モデルとして， その 2 つ
の頭部は微小管の 8nm 周期にしたがって16nm ず、つ交互に進むという 16-nm -stepping model, および 8nm ず
つ進むという 8 -nm -stepping model の 2 つの可能なモデルを提案した。この 2 つのモデルのどちらが実体に近
いのかを検討するために，キネシンヘッドが l ステップを行う過程において，ヘッドに ATP が結合する段階とステッ
-805 一
プを行う段階の 2 段階反応が起こっていると仮定し，それぞれのモデルを用いてステップ状変位のシミュレーション
を行った。それらより得られる Dwell time のヒストグラムと実験結果とを比較すると， 8 -nm -stepping model 
ではヒストグラムにピーク生じたため，実験結果と一致させることができなかったが， 16 -nm -stepping model 





















以上のように，本論文では新しい nm -pN 計測の技術を用いることにより， 1 分子レベルでタンパク質分子の特
性をみることを可能にしているo 測定の結果得られたデータは，既存の測定系では得られない貴重なものであり，そ
こから得られた知見は，モータータンパク質の運動メカニズムを考える上で非常に重要な情報源となっているo した
がって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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